
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     

 

平
成
20
年
10
月
19
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
資
料
館
は
、

22
年
11
月
に
１
万
人
を
達
成
、

昨
年
12
月
末
で
１
万
３
千
人

を
数
え
て
い
ま
す
。 

 

  
 

深
澤
晟
雄
資
料
館
は
１
月

か
ら
３
月
ま
で
予
約
で
開
館 
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す
る
冬
期
の
休
館
体
制
を
と

っ
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

通
常
開
館
し
ま
す
。 

毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す

が
、
そ
の
日
が
祝
日
に
当
た
る

場
合
は
そ
の
翌
日
を
休
館
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
休
館
日
で

も
開
館
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。 

４
月
か
ら 

通
常
開
館 

 

深
沢
晟
雄
資
料
館
の
昨
年

の
入
館
者
は
、
３
年
間
の
通
年

比
較
で
過
去
最
低
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
県
外
入
館
者
が
激

減
、
入
館
者
総
数
で
も
前
年
の

56
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

県
外
入
館
者
の
減
少
は
宿

泊
客
の
減
少
に
も
影
響
し
、
震

災
直
後
に
は
団
体
予
約
の
キ

ャ
ン
セ
ル
が
目
立
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
あ
る
宿
泊
施
設
の

話
で
は
「
震
災
よ
り
も
原
発
事

故
が
影
響
し
て
い
る
」
と
言
い

ま
す
。
特
に
関
西
以
西
は
「
放

射
能
汚
染
の
東
北
」
と
い
う
イ 

 

資料館入館者の推移 （暦年：人） 

年 町 内 県 内 県 外 合 計 

20 431 1,110 314 1,855 

21 318 2,368 1,196 3,882 

22 173 2,414 2,121 4,708 

23 103 1,583 972 2,658 

計 1,025 7,475 4,603 13,103 

（注）20年は10月19日～12月末まで 

メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
。 

資
料
館
に
も
震
災
前
の
１

月
に
兵
庫
県
か
ら
34
人
、
２

月
に
山
口
県
・
高
知
県
か
ら

16
人
が
入
館
し
た
ほ
か
は
、

西
日
本
か
ら
の
団
体
で
の
入

館
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

開
館
以
来
で
は
遠
く
は
九
州

各
県
を
は
じ
め
、
沖
縄
県
を
除

く
全
国
各
都
道
府
県
か
ら
訪

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
か

ら
は
21
年
11
月
に
中
国
か
ら

19
人
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
在

住
の
日
系
人
（
写
真
）
の
来
館

も
あ
り
ま
す
。 

 

ブラジル・ブレン市在住の長島弘さんは、母の故郷・沢
内を訪問のおり、妻(右）と東京の従妹と共に資料館へ。
最も遠い国からの来館者でした。 （平成 22 年 5 月） 

昨年は県外客が激減 
入館者 前年の 56％ 

 

金
一
封 

に
感
謝 

東
京
都
昭
島
市
中
神
町 

 

山 

中 

幸 

子 

様 
資料館の除雪 

 
 

深
澤
晟
雄
資
料
館
は
休
館
中
で
も
予
約
開
館
に
備
え
て
除
雪

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
資
料
館
入
口
周
辺
や
ト
ン
ガ
リ
帽
子
の
胸

像
・
い
の
ち
の
灯
・
説
明
板
前
も
念
入
り
に
除
雪
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
会
員
ご
夫
妻
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
豪
雪
の
今
冬

は
大
変
な
重
労
働
で
す
。
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
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も
な
く
奪
わ
れ
て
い
く
こ
と
は
人
間
最

高
の
悲
劇
で
あ
り
、
暗
黒
で
あ
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

生
き
と
し
生
け
る
人
間
に
と
っ
て
、
幸

福
の
基
盤
は
そ
の
人
の
健
康
で
あ
り
、
天

寿
を
全
う
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
理
由

が
何
で
あ
れ
健
康
の
保
障
の
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
人
間
生
活
に
限
り
な
い
不
安

と
焦
燥
を
与
え
ま
す
。 

 
 
 

保
健
医
療
行
政
に 

輝
く
栄
誉
と
脚
光 

氏
が
六
千
村
民
が
自
分
の
郷
土
を
楽

土
と
思
い
、
こ
れ
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
行

く
に
は
、
医
療
行
政
更
に
は
保
健
行
政
の

推
進
と
徹
底
に
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
ま

さ
に
当
然
の
こ
と
で
す
。
六
千
村
民
が
そ

の
時
そ
の
所
で
精
一
杯
家
業
に
励
む
こ

と
が
、
沢
内
村
の
平
和
で
あ
り
、
繁
栄
で

あ
る
と
は
氏
の
堅
い
信
念
で
し
た
。 

深
澤
村
長
は
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
内

容
・
施
設
の
整
備
さ
れ
た
沢
内
病
院
は
村

民
保
健
の
象
徴
と
し
て
大
空
に
そ
び
え

て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
生
活
の
幸
福

と
意
欲
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

哀
調
切
々
た
る
沢
内
甚
句
は
、
過
去
の 

沢
内
を
物
語
っ
て
国
内
に
流
布
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
乳
児
死
亡
率
ゼ
ロ
と
弱
者
層

の
国
保
十
割
給
付
等
、
日
報
文
化
賞
あ
る

い
は
保
健
文
化
賞
の
栄
誉
に
輝
く
村
と 

TEL&FAX 0197-85-3838 
E ﾒｰﾙ    masao@nisiwaga.net 

 

 

 
 

  

人
間
尊
重
の
精
神 

 
  

貫
く
健
康
の
保
障 

氏
の
優
れ
た
今
一
つ
の
業
績
は
、
人

間
尊
重
の
精
神
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
保

健
行
政
と
い
え
ま
す
。
今
な
お
、
新
聞

テ
レ
ビ
等
い
わ
ゆ
る
マ
ス
コ
ミ
で
問
題

視
さ
れ
る
無
医
村
、
無
医
村
に
近
い
村

こ
そ
十
年
前
の
沢
内
で
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。 

吹
雪
の
中
を
担
架
や
馬
そ
り
で
運
ば

れ
て
行
く
重
病
人
、
そ
の
重
病
人
の
果

た
し
て
何
人
が
生
還
さ
れ
た
で
し
ょ

う
。
経
済
的
貧
困
と
か
遠
隔
地
帯
と
の

理
由
に
よ
っ
て
、
尊
い
人
命
が
惜
し
げ 

し
て
、
全
国
の
脚
光
を
浴
び
る
沢
内
の
現

在
で
す
。 

時
代
の
推
移
と
し
て
割
り
切
る
に
は

余
り
に
も
大
き
な
変
貌
で
あ
り
、
こ
れ
ま

た
深
澤
村
長
を
中
心
と
し
た
六
千
村
民

の
勝
利
の
栄
冠
と
し
て
子
孫
に
伝
う
べ

き
遺
産
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
氏
の
業

績
は
、
土
木
行
政
に
お
け
る
災
害
復
旧
、

農
業
振
興
対
策
と
し
て
の
土
地
改
良
区

の
再
建
、
教
育
行
政
が
果
た
し
た
婦
人
団

体
の
育
成
、
学
校
統
合
等
列
挙
に
い
と
ま

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
氏
の

冷
静
な
識
見
と
燃
え
る
よ
う
な
郷
土
愛

の
所
産
と
い
え
ま
す
。 

 

（
つ
づ
く
） 

 

胸像に誓う 

深澤晟雄資料館／〒029-5614 西和賀町沢内字太田 2-68   
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③ 

「
幸
福
の
基
盤
は
物
や
金
で
は

な
い
。
健
康
で
あ
る
こ
と
だ
」
と

い
う
深
澤
村
長
は
、
「
生
命
尊
重

こ
そ
政
治
の
基
本
」
と
い
う
自
ら

の
理
念
に
徹
し
ま
し
た
。
胸
像
建

立
趣
意
書
で
は
、
そ
の
業
績
を

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。  

乳児死亡率ゼロを支えた石川敬治郎先生の乳児検診 

深澤村長時代の保健医療行政の殿堂・旧沢内病院


